
小松の夏祭り2025 暑さ指数に基づく対応について

自然環境や社会構造等の変化に伴い、最近は以前以上に「熱中症対策」が必要になっています。都市部、地方ではその誘因に
はいくつかの違いはあるかもしれませんが、どこにいてもその可能性を否定することは出来ません。
熱中症を引き起こす条件には、気温が高い、湿度が高い、日差しが強いなどの環境条件のほか、乳幼児や高齢者、暑さに慣れ

ていないなどの体の条件、長時間の屋外作業などの行動の条件があります。これらの環境条件の下で、体から熱が放出されにく
くなることで熱中症が発生しやすくなります。過去の夏祭りでは、残念ながら熱中症を発症してしまった方も出てしまいました。

そこで、本年は「暑さ指数」等の指標を参考にしながら、「安全な夏祭り」の対応を強化していきます。山車・神輿の列に、
それぞれ「給水車・救護車」を帯同させることで、その安全を確保していきます。
更に、夏祭りの開催そのものを判断する基準として「暑さ指数（環境省発表）」をその指針として、可否を総合的に判断して

いくことにいたしました。
前日の予測値、当日の実測値を参考に、開催当日の「午前８時、午後３時」にそれぞれ開催の可否を判断します。祭典委員長

を最終責任者として、主催幹部にて協議し、決定をお伝えしたいと考えています。

基準：気温３５℃以上、暑さ指数３１以上 は原則中止といたします
（開始時点での予測値・実測値を勘案し総合的に判断します）

夏祭りにご参加いただく皆さまの「安心・安全」が第一です。
ご理解、ご協力をお願い致します。
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小松の夏祭り2025 暑さ指数に基づく対応について

暑さ指数は、他に「日常生活に関する指針」もあります。

ここでは割愛します。

こまめに水分を補給して、
絶対無理しないでね！！

みんなで防ごう熱中症！
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